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③そのほか SDGs/ESD ネットワークフォーラムで提示した関連資料 
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８ 関係主体との連携及び協働に関する業務 

(1) 中部地方環境事務所との情報共有及び意見交換 

ア 定期打合せと日々の業務報告の提出 

(ア) 定期打合せ 

 中部地方環境事務所の担当官との定期的な打合せを月 1 回以上実施し、業務の進捗状況、

方向性などについて協議を行った。 

 実施日 主な打合せ協議事項 

第

１

回 

4 月 9 日 

１．「第６期事業計画」「令和３年度業務実施計画」について 

２．関係者への連絡・調整が必要なイベント／会合等について 

３．運営会議について：委員への連絡（第１回会議の日時設定）等 

４．PF 事業採択団体ヒアリングの進め方について 

５．その他 

第

２

回 

4 月 27 日   PF 事業について、PF のと共栄信用金庫のヒアリング実施結果、PF 郡上市地域共生圏協議会との事

務局打合せをうけて、各団体に関する情報共有、今後の支援のあり方等について確認 

第

３

回 

5 月 18 日 

１．業務全体について 

２．ESD/EPO 運営委員会について 

３．主催イベント／会合等について 

４．PF 事業について 

５．その他 

第

４

回 

6 月 22 日 

１．PF 事業について 

２．主催イベント／会合等について 

３．活動主体へのフィードバックについて 

４．その他 

第

５

回 

7 月 12 日 

１．PF 事業について 

２．主催イベント／会合等について 

３．第１四半期報告書の確認 

４．その他 

第

６

回 

8 月 19 日 

１．業務全体の実施状況確認 

２．主催イベント／会合等について 

３．ＰＦ事業 

４．その他 

第

７

回 

9 月 15 日 

１．EPO 中部・第６期リーフレット原稿案について 

２．名古屋市（なごや環境大学）の「錦 SDGsWEEK」への参加企画について 

３．主催イベント／会合等について 

４．ＰＦ事業 

５．その他 

（１）次回打合せ 

（２）EPO 中部ウェブサイトのアクセス数のカウント方法について 

（３）その他 

第

８

回 

10 月 12 日 

１．EPO 中部・第６期リーフレットの修正原稿 

２．主催イベント／会合等について 

３．ＰＦ事業 

４．第２四半期報告書の確認 ※出力原稿を EPO が準備 

５．その他 

第

９

回 

11 月 18 日 

１．PF ななお SDGs スイッチについて 

２．PF 郡上について 

３．PF 応募団体へのヒアリングについて 

４．その他 

第

10

回 

11 月 22 日 

１．業務実施状況全体の確認 

２．EPO 中部・第６期リーフレット（印刷完成） 

３．主催イベント／会合等について 

４．ＰＦ事業について 

５．第２回 ESD/EPO 運営委員会（2/28 開催）について 

６．その他 

（１）次回打合せ 

（２）外部評価 

（３）その他 
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 実施日 主な打合せ協議事項 

第

11

回 

12 月 20 日 

１．業務実施状況全体の確認 

２．主催イベント／会合等について 

３．ＰＦ事業について 

４．第２回 ESD/EPO 運営委員会（2/28 開催）について 

５．イベントニーズ、行動変容ヒアリングの（一部）提出 

６．その他 

第

12

回 

1 月 20 日 

１．業務実施状況全体の確認 

２．主催イベント／会合等について 

３．ＰＦ事業について 

４．第２回 ESD/EPO 運営委員会について 

５．外部評価委員会について 

６．第３四半期報告書について 

７．その他 

 ・次回打合せ 

 ・EPO ウェブサイトのサーバー容量の拡張費用 

 ・その他 

第

13

回 

2 月 21 日 

１．業務実施状況全体の確認／未実施業務について 

２．主催イベント／会合等について 

３．ＰＦ事業について 

４．第２回 ESD/EPO 運営委員会（2/28 実施）について 

５．年間報告書 

６．その他 

第

14

回 

3 月 15 日 ・年間報告書、及び概要版について 

 

(イ) 日々の業務報告提出 

 日々の業務については、所定の様式による「月次報告書」を作成し、業務内容等を記入し

たものを毎月（月初めに）、中部地方環境事務所へ提出した。 

 

イ 中部地方環境事務所が開催する外部評価委員会への対応等 

 中部地方環境事務所が実施した外部評価委員会に下記の通り対応、出席した。 

行事等 実施日／実施方法 EPO 中部による対応 

外部評価委員会 
2月 14 日 

オンライン 

 2021年度EPO中部業務報告資料、及び自己評価シー

トを作成・記入。 

 EPO 中部スタッフ 3 名が同席し、上記資料の説明、

質疑対応などを行った。 

【外部評価委員会に提示した 2021 年度 EPO 中部業務の説明資料】 

※2022 年 1月末現在の実施状況について作成・提出。 

 



133 

 

 

 

 

 



134 

 

 

 

 

 



135 

 

 

 

 

 



136 

 

 

 
 

ウ 環境白書を読む会への協力 

 7月20開催の「環境白書を読む会」について、主催の中部地方環境事務所、なごや環境大

学への企画協力、登壇者への謝金支払などを行ったほか、参加者募集の広報協力をウェブ

サイト、Facebook ページで展開した。 

 当日は EPO 中部スタッフもオンライン参加し、なごや環境大学からは後日に参加者アン

ケート結果資料と、視聴者数（212 名）の報告をうけた。 

 【なごや環境大学が作成した開催案内チラシ】 
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エ 全国ユース環境活動発表大会への参画 

 ユース環境活動発表大会の中部大会の審査員として、EPO 中部からは、堺勇人氏（一般社

団法人環境市民プラットフォームとやま(PEC とやま) 事務局長）を推薦した。 

 ブロック別大会がオンライン開催に変更となったことをうけて、2022 年１月に公開され

た中部ブロック大会をオンライン（YouTube）で視聴し、EPO 中部ウェブサイトに紹介記

事を掲載した。 
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オ 記者発表等のメディア対応 

 今年度実施したイベント等では、次の２イベントで、共催・協力した地域側団体がメディ

ア対応・記者発表を行った。 

 11 月 13 日・14 日開催の ESD ダイアログにおいて、共催の（一社）立山黒部ジオパーク協

会が、開催地である富山県富山市等の地元紙・テレビ局等への記者投げ込みを行い、地元

ケーブルテレビ局からの取材参加があった。 

 10 月 30 日開催・実践セミナー（六渡寺海岸／富山県射水市）では、協力団体：PEC とや

まによる呼びかけで、地元テレビ局職員が参加した。 

 

(2) 全国ネットワークの活用及び連携の確保・強化 

 全国の地方 EPO・GEOC・ESD 活動支援センター等から招請のあった会議・イベント等につ

いて、次の会合に出席・参加した。 

№ 会議名等 開催日 場所/方法 概要／プログラム等 

1 
PF 事業第 1 回共有

会 
5 月 12 日 オンライン 

・PF 事業について  

・新規活動団体（20）へのヒアリング結果  

・意見交換  

・情報交換会（キックオフ）について 

2 全国 ESD 連絡会 5 月 27 日 オンライン 

・ESD を巡る最近の動向について  

・地域拠点アンケートについて  

・全国フォーラムの日程・会場について（報告）  

・「分科会」活動について 

3 
PF 事業 キックオフ

ミーティング（１日目） 
6 月 1 日 オンライン 

・今年度選定団体（継続団体）の発表 

・地方ブロック別コミュニケーションタイム など 

4 
PF 事業 キックオフ

ミーティング（２日目） 
6 月 2 日 オンライン 

・今年度選定団体（新規団体、事業化支援団体）の発表 

・地方ブロック別コミュニケーションタイム など 

5 
第 1 回 ESD 活動支

援企画運営委員会 
6 月 22 日 オンライン 

（1）ESD 活動支援センター2020 年度事業報告について  

（2）ESD 活動支援センター2021 年度事業について  

・可視化タスクフォース  

・「分科会」活動  

・全国フォーラムの日程・会場（ご案内）  

（3）その他 

6 
全国 EPO 連絡会 

（１日目） 
6 月 28 日 

香川県 

高松市 

【議題 1】EPO ネットワーク事業について  

【議題 2】外部連携について(令和 3 年度/今後 3 年程度) 

7 
全国 EPO 連絡会 

（２日目） 
6 月 29 日 

香川県 

高松市 

事務所会議・EPO 受託者会議 

エクスカーション：NPO 法人アーキペラゴ主宰の女木島ビーチクリーンアッ

プ 

8 
地域経済循環分析

ツール勉強会 
7 月 15 日 オンライン 

①地域経済循環分析の解説  

②地域経済循環分析ツールの解説  

③質疑 

9 
第 1 回 アドバイザ

リー委員会 
7 月 29 日 オンライン 

・今年度の「地域循環共生圏づくりプラットフォーム事業概要」について 

・論点について：環境整備活動団体のカテゴライズについて（コアチームを

構成する主体別／主軸となる事業別）、コアチームを構成する主体別課

題について（①共通する課題、②地方公共団体、③営利組織、④非営利

組織） 

・意見交換 

10 
EPO 向け脱炭素レク

チャー 
8 月 19 日 オンライン 

脱炭素についての基礎的知識を獲得出来る機会として、JCCCA の方を

講師に迎えたセミナー 

11 

寺子屋ローカル SDGs

（第 3 回）～学び編～

『エコツーリズムのスス

メ～持続可能な地域創

造のツールとして～』  

8 月 30 日 オンライン 

①講義等（エコツーリズムの基本的な考え方、地域におけるエコツーリズ

ム推進のプロセス、SDGs との親和性と地域への広がり、企業連携による

地域産業化への取組）  

②質疑応答 

12 
PF 構築に向けた有

識者会議（第１回） 
9 月 1 日 

YouTube

視聴 

（１）令和 3 年度プラットフォーム構築の進め方について 

・令和 3 年度事業の進め方について 

・環境整備団体への支援方針と課題について 

（２）地域循環共生圏に係るその他の事業の進捗状況について 
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№ 会議名等 開催日 場所/方法 概要／プログラム等 

13 

寺子屋ローカル

SDGs（第 4 回）～学

び編～『エネルギー

の地産地消からはじ

まる地方創生』  

9 月 8 日 オンライン 

①講義等 

・環境省(脱炭素をめぐる世界と日本の動向) 

・ローカルエナジー株式会社(エネルギーの地産地消の基本、事例紹介) 

②質疑応答 

14 
PF 事業ブロック別共

有会（中部エリア） 
9 月 9 日 オンライン 

・環境整備活動団体毎に情報共有 

・その他確認 

15 
PF 事業 第 1 回作

業部会 
9 月 10 日 オンライン 

・全国事務局の状況共有（GEOC のポジションと仮説）  

・3 つのブレイクアウトルームに分かれて意見交換（“いけてる”案件）  

・3 つのブレイクアウトルームに分かれて意見交換(“いまいち”案件)  

・グループ毎の意見交換を全体へフィードバック 

16 

本省-EPO ネット情報

共有会（脱炭素・瀬

戸法関係） 

9 月 10 日 オンライン 
・改正地球温暖化対策推進法について 

・改正瀬戸内海環境保全特別措置法について 

17 

第 1 回プラットフォー

ムのあり方に関する

検討 WG 

9 月 14 日 
YouTube

視聴 

議題 1：令和 3 年度ワーキンググループの進め方（全体方針） 

議題 2：プラットフォーム事業全体の目標・ビジョンについて 

18 
外部資金 全国 EPO

会議 
9 月 14 日 オンライン 

・地球環境基金説明会の開催概要等についての確認 

・グリーンギフトの今後の展開、各団体の状況等について確認 

19 
PF 事業ブロック別共

有会（他ブロック） 
9 月 15 日 オンライン 

・環境整備活動団体毎に情報共有 

・その他確認 

20 
EPO ミーティング：基

盤ネットワーク系 
9 月 21 日 オンライン 

・EPO カタログ作成（案）について  

・共生圏 PF 事業下半期予定について 

21 

地域循環共生圏パー

トナーシップ基盤強

化事業に係る第１回

事業検討会議 

9 月 22 日 オンライン 

・各アドバイザーからの活動・事例紹介：①株式会社日本政策金融公庫、

②草の根金融研究所「くさのーね」、③環境・エネルギー部 

環境・エネルギー政策室 

・事例共有 

・各地方事務所の取組・課題 への質問など 

・不足情報へのアドバイス・質疑応答 

22 
ESD 全国・地方セン

ター会議 
9 月 24 日 オンライン 

・全国フォーラム(開催方法、目的、プログラム等)について 

・識者ヒアリングについて 

・センター事例集について 

23 
ESD 全国・地方セン

ター会議 
10 月 7 日 オンライン 

・識者ヒアリングについて：候補者・スケジュールの確定 

・全国フォーラムについて 

：全体テーマの決定、パネルディスカッションの登壇者(分野・候補者)の絞

り込み、分科会のグループ分け合意・進め方検討 

24 
地域循環共生圏

フォーラム 2021 
10 月 27 日 オンライン 

・オープニング「なぜ今こそ地域循環共生圏なのか」 

・分科会①～⑨ 

・関係省庁による地域循環共生圏づくりに関連した事業・取組紹介①～③ 

・Beyond ミーティング×地域循環共生圏フォーラム 2021 

25 
基盤強化：情報交換

会① 
11 月 30 日 オンライン 

・金融機関や企業に対して、SDGs や ESG についてどのようにコミュニ

ケーションをとればよいか。 

・その時に必要となる知識は何か、どのように学べばよいか。 

26 
PF 事業 中間報告

会（１日目） 
12 月 3 日 オンライン 

・事業化支援団体、環境整備団体（計 6 団体）によるプレゼンテーション 

・意見交換会 

27 
全国 ESD フォーラム

分科会打合せ 
12 月 3 日 オンライン 

・関東 ESDC、四国 ESDC の登壇者を含め顔合わせ、ディスカッション方

法等について調整 

28 
PF 事業 中間報告

会（２日目） 
12 月 6 日 オンライン 

・事業化支援団体、環境整備団体（計 11 団体）によるプレゼンテーション 

・意見交換会 

29 
PF 事業 中間報告

会（３日目） 
12 月 7 日 オンライン 

・事業化支援団体、環境整備団体（計 11 団体）によるプレゼンテーション 

・意見交換会 

30 

PF 事業 第２回作業

部会・中間報告振り

返り会 

12 月 8 日 オンライン ・事例研究：３EPO１グループで事例発表・説明＋意見交換 

31 
PF 事業 第２回共有

会 
12 月 8 日 オンライン 

・環境整備支援状況の共有 

・PF 事業全体の共有 

・来年度についての議論の共有 

32 

第 2 回プラットフォー

ムのあり方に関する

検討 WG 

12 月 9 日 
YouTube

視聴 

・議題 1：プラットフォーム事業の全体像について 

・議題 2：地域循環共生圏の全国への広がりを測定する指標について 

・総括 

33 全国 ESD フォーラム 12 月 11 日 オンライン 
・基調報告 国内外の ESD 推進の動向と ESD 推進ネットワークの役割 

・パネルディスカッション 脱炭素時代に求められる ESD 推進ネットワーク

の姿とは 
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№ 会議名等 開催日 場所/方法 概要／プログラム等 

・分科会－「ESD for 2030 学び合いプロジェクト」の挑戦－ 

 ①脱炭素社会づくりと ESD～気候変動教育と、拠点の学び合い～ 

 ②SDGs を活用した教育×地域のチャレンジ 

 ③地域に根ざした多様な SDGs 人材育成 

34 
全国ＥＳＤネット打合

せ 
12 月 16 日 オンライン 

・全国 ESD フォーラム報告 

・1 月開催連絡会について 

35 
PF 構築に向けた有

識者会議（第 2 回） 
12 月 20 日 

YouTube

視聴 

（１）環境整備の進捗に関する報告 

（２）次年度の新規団体と継続団体の選定方針(案)について 

（３）地域循環共生圏づくりプラットフォーム全体像について 

36 EPO 合宿（１日目） 1 月 7 日 
福岡県 

北九州市 
・EPO カタログについて：事例研究、情報交換 

37 EPO 合宿（２日目） 1 月 8 日 
福岡県 

北九州市 
・EPO カタログについて：検討事例共有、ネットワーク全体の価値言語化 

38 
第２回 全国 EPO 連

絡会 
1 月 11 日 東京 

・【議題 1】令和 3 年度事業（主に EPO 基盤業務）進捗及び成果の共有 

・【議題 2】令和 4 年度事業の予定 

・【議題 3】環境省本省からのトピックス 

・分科会（EPO 会議） 

39 GEOC 打合せ 1 月 12 日 東京 ・ESD 業務について 

40 
全国ＥＳＤネット打合

せ 
1 月 18 日 オンライン 

・全国センターウェブ構築について 

・連絡会開催に向けて 

41 
第２回 全国 ESD 連

絡会 
1 月 26 日 オンライン 

・【報告】2021 年度活動状況及び地方 ESD ネットワークの成果(地方セン

ター)  

・【報告】2021 年度の活動状況(全国センター)  

・【報告】2022 年度環境省・文部科学省の施策の方向性 

・【報告】ESD 活動支援センターウェブサイトの今後の方針について 

・【報告・協議】2021 年度「ESD for 2030 学び合いプロジェクト」総括（地

方・全国センター） 

・【協議】ESD 推進ネットワークの今後の方向性について 

42 
基盤強化：情報交換

会② 
1 月 26 日 オンライン 

・講演「ESG 経営実践の現状とノウハウ・ツールについて」 

・講演「旧観光協会が地域商社機能を担うまでの過程と地域経済循環に

ついて」 

43 

地域循環共生圏パー

トナーシップ基盤強

化事業に係る第２回

事業検討会議 

2 月 8 日 オンライン 
・令和 3 年度 PS 基盤強化事業の進捗及び成果共有 

・アドバイザーも交えて不足情報へのアドバイス・全体ディスカッション 

44 
第２回 アドバイザ

リー委員会 
2 月 15 日 オンライン 

・R3 地域循環共生圏 PF 事業進捗報告 

・R4 地域循環共生圏 PF 事業の予定 

45 
EPO と地球環境基金

の連絡会議 
2 月 16 日 オンライン 

・助成金要望・交付決定等について 

・全国及 び地方ユース環境活動発表大会について 

・コロナ禍の環境市民活動の現状と支援について 

46 
第 2 回 ESD 活動支

援企画運営委員会 
2 月 17 日 オンライン 

開会：文部科学省・環境省・ESD センター長より挨拶、出席者紹介 

1．ESD 活動支援センターの本年度主要事業について（報告） 

・ESD 活動支援センター（全国・地方）活動状況 

・ESD for 2030 学び合いプロジェクト 

・ESD 推進ネットワーク全国フォーラム 

・ネットワーク可視化タスクフォース 

2．ESD 推進ネットワークの今後の方向性について 

3．その他 

47 成果報告会 3 月 8 日 オンライン 
・各活動団体取組内容の発表 

・ネットワーキングイベント 

48 
PF 事業 第３回共有

会 
3 月 9 日 オンライン 

・R3 年度事業の振り返り 

・事業全体について共有・議論 

・令和 4 年度事業について共有 

※地域循環共生圏 PF事業、ESD 業務関連会議については各該当章にも記載。 
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９ 外部資金を活用した事業 

(1) グリーン・ギフト・地球元気プロジェクト 

 予算：545,000 円 

 今年度は、新型コロナ感染症等の情勢・影響を鑑みた結果、福井、愛知、三重の各団体で、

下記の代替事業等が実施された。 

福井 小原 ECO プロジェクト 

 第 1回イベント：7月 31 日(土)実施。 

 当初予定の 8 月 28 日第 2 回イベントは中止。代替事業として

勝山市内の赤兎山にて外来植物駆除活動を実施。 

愛知 もりの学舎 

 昨年 10月より、2回イベント実施予定（11・12 月と 8・9月）

であったが、いずれも中止。代替事業として、『元気の森

「手作り生きもの図鑑」』を作成し、9月末時点で完成。 

三重 Joint Plus 

 7 月 17 日から延期となった 8 月 21 日第１回イベント、9 月 4

日第2回イベントが中止。代替事業として「森林の紙芝居」を

作成し、9月末時点で完成。 

 

 

(2) 地球環境基金 

 年間予算：300,000 円 

 

(ア) 地球環境基金 EPO 連絡会への出席 

 第 1 回全国 EPO 連絡会（6 月 28 日～29 日）において、昨年度同様、①「全国ユース環境

活動発表大会」中部地方大会、②「令和４年度地球環境基金説明会」の開催支援を EPO が

行う旨の説明があった。 

 ９月 14日に実施された GEOC及び全国 EPOによるオンライン会議で、来期・2022年度地球

環境基金の説明会の開催概要と EPO の協力事項についての確認を行った。 

 2 月 16 日に EPO と地球環境基金の連絡会議がオンラインで実施され、「助成金要望・交付

決定等について」「全国及 び地方ユース環境活動発表大会について」「コロナ禍の環境市

民活動の現状と支援について」の情報共有を行った。 

 

(イ) 地球環境基金の次年度募集に関わる説明会の開催 

 来期募集基金についての中部説明会を、主催：環境再生保全機構、協力：EPO 中部により、

10 月 26 日に開催し、後日、実施報告書を作成して機構側へ提出した。 
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①提出した 2022 年度地球環境基金説明会の実施報告書 
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②開催案内チラシ 
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(3) 愛知県コーディネート業務 

 年間予算：902,000 円 

 環境学習に関する愛知県内の学校・企業等からの相談、照会依頼に対し、年間で相談業務

10 件、コーディネート業務 7件を実施した。 

 

№ 受付日 
依頼先

区分 
分野 依頼内容 

相
談
業
務 

コーディネート業務 

 
実
施
日 

講師等 

1 5 月25 日 行政 水 

豊川市生活排水クリーン推進員を対象

とした、親子で参加可能な生活排水学

習会のコーディネート（講師および内容

の提案）。 

①   10 月30 日 

小野 氏（公益財団法人河川財

団 名古屋事務所 環境教育担

当） 

2 6 月1 日 行政 生態系・生物多様性 

市制 50 周年記念事業の一環として行う

環境学習（市内に棲む生物にふれあう

授業）の講師の紹介および企画内容の

提案。 

②       

3 6 月9 日 小学校 SDGs 
総合的な学習の時間における SDGs の

授業の講師の紹介。 
  ④ 1 月20 日 

原理史氏（中部大学中部高等学

術研究所）  

4 7 月6 日 小学校 

SDGs（陸の環境）、

土・土壌、自然への

愛着 

理科と総合学習の時間を合わせて行っ

ている「山に棲む生物の生態について」

の授業の内容と講師の紹介。 

  ① 10 月5 日    
水谷央氏（もりの学舎 代表理

事） 

5 7 月9 日 行政 
プラスチックごみ問

題 

海洋プラスチックごみ問題を学ぶ女性

団体（一般）向けの勉強会の講師の紹

介。 

③       

6 7 月29 日 民間 

ごみ・資源循環、

3R、国際理解、生態

系・生物多様性 

ＷＴＯＣ「教室から世界一周！」プロジェ

クトの実施対象者の紹介。 
④       

7 7 月28 日 小学校 地球温暖化、SDGs 
地球温暖化に関わる授業の講師の紹

介。 
⑤   (10 月8 日)   

8 7 月28 日 小学校 地球温暖化、SDGs 
地球温暖化に関わる授業の講師の紹

介。 
  ② 10 月13 日 

村瀬政彦氏（地球温暖化防止活

動推進員） 

9 7 月28 日 小学校 地球温暖化、SDGs 
地球温暖化に関わる授業の講師の紹

介。 
  ③ 10 月20 日 

原理史氏（中部大学中部高等学

術研究所）  

10 8 月31 日 民間 

生態系・生物多様

性、エネルギー、ご

み・資源循環、3R 

自然・環境保護・エネルギー等「環境の

保全」に繋がる講話の講師の紹介。 
⑥   

10 月23 日 

（中止） 

①原理史氏（中部大学中部高等

学術研究所）②村瀬政彦氏（地球

温暖化防止活動推進員）  

11 8 月31 日 民間 

生態系・生物多様

性、エネルギー、ご

み・資源循環、3R 

自然・環境保護・エネルギー等「環境の

保全」に繋がる講話の講師の紹介。 
⑦   

10 月30 日 

（中止） 

①長谷川明子氏（ビオトープ・ネッ

トワーク中部会長）②淺野啓子氏

（専門学校非常勤講師） 

12 8 月31 日 民間 

生態系・生物多様

性、エネルギー、ご

み・資源循環、3R 

自然・環境保護・エネルギー等「環境の

保全」に繋がる講話の講師の紹介。 
⑧   

11 月6 日 

（中止） 

①原理史氏（中部大学中部高等

学術研究所）②村瀬政彦氏（地球

温暖化防止活動推進員） 

13 10 月6 日 民間 生態系・生物多様性 
環境学習イベンの学習内容案に対する

アドバイザーの紹介。 
⑨       

14 11 月15 日 行政 

自然への愛着、生

態系・生物多様性、  

生命 

保育園・幼稚園で行う環境に関する講

義の講師の紹介。 
⑩       

15 11 月26 日 行政 
マイクロプラスチッ

ク問題 
市民向け環境講座の講師の紹介。 ⑪  3 月12 日 

（中止） 

児玉剛則氏（名古屋産業大学大

学院非常勤講師） 

16 12 月16 日 民間 

生態系・生物多様

性、地球温暖化、エ

ネルギー 

ガスエネルギー館で実施する小学生と

その家族を対象とする環境学習講座の

講師の紹介。 

 ⑥ 6 月ごろ 
村瀬政彦氏（地球温暖化防止活

動推進員） 

17 12 月20 日 小学校 水、自然への愛着 
小学校にあるビオトープや自然を知るた

めの授業の講師の紹介。 
 ⑤ 2 月17 日 

長谷川明子氏（ビオトープ・ネット

ワーク中部会長） 

18 2 月25 日 行政 

地球温暖化、エネ

ルギ ー 、 自 然へ

の愛着 

緑のカーテン講座の講師の紹介。  ⑦ 5 月 
堀田英夫氏（地球温暖化防止活

動推進員） 

合    計 10  7 
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１０ 今後に向けて 

ア 基本業務 

(ア) EPO 施設の利用・相談対応について 

①現状・課題の整理 

 EPO 中部／中部地方 ESD 活動支援センターへの相談件数、来館者数の伸び悩みと共に、新

型コロナ感染症の感染拡大防止策等の影響を受けて、EPO 施設の利用促進をどのように

図っていくかが課題となっている。 

 一方、EPO 施設へ来ていただく数等は多くないが、EPO スタッフが外部へ招聘される件数、

業務等に関連して地域側へ打合せに出向く件数、及びオンラインでの打合せ件数などは増

加しており、EPO 施設の利用のあり方、EPO 側による対応のあり方などがある意味、過渡

期、或いは転換期にあるとも考えられる。 

②今後の展開 

 外部評価委員会においても委員から、EPO 側が地域側へ出向いて実施する打合せ等も EPO

利用として捉えることができるとの指摘をいただいており、EPO 施設外で対応した打合せ

や顔合せ、調整・説明のための会合等も、EPO 利用であると捉えた整理を行い、今後も積

極的に地域側へ出向く対応、オンラインを活用した対応を展開していく必要がある。 

 今年度に企画参加した「NISHIKI2 SDGs WEEKs」でのミニ・ワークショップが好評だった

こと、またこの企画をきっかけに EPO を認知した参加者もいたことから、新型コロナ感染

防止対策にも留意した上で、自主企画による少人数のミニ・ワークショップ（及び SDGs

チェックリストの活用）による EPO の利用促進策も考えられる。 

 

(イ) ウェブサイト等による情報発信について 

①現状・課題の整理 

 2020 年 12 月にリニューアルを行った EPO 中部ウェブサイトは、イベント情報を紹介する

のみのツールからローカル SDGs、地域循環共生圏づくりに取り組む地域を支援するサイ

トと位置づけ、SDGs チェックリストなどの独自ツールの公開、活動見える化プログラム

を活用した事例の紹介・蓄積を行うサイトとして位置づけ、コンテンツの充実化を図って

きている。 

 今年度、第６期（2021年度～2023年度）の開始に伴い、EPO中部／中部地方ESD活動支援

センターのリーフレットを新規に作成し、イベント等での配布を行っている。 

 Facebook ページでは即時的な拡散を目的とした情報の投稿を行っており、これまでのと

ころ、適度な「いいね」「フォロー」数の増加はあまり広報効果がなく、関係者等が記事

を「シェア」した際にリーチ数（ビュー数）が大きく伸びる傾向がみられる。 

②今後の展開 

 EPO 中部ウェブサイトのリニューアルからは１年が経過したのみで、コンテンツはそれほ

ど増えていないことから、引き続き、SDGs チェックリストなどの独自ツール、活動見え

る化プラグラムを活用した事例チャートなどを作成・蓄積し、公開・更新していく必要が

ある。 

 新たなツールとして、主催イベントや会合等で実施しているワークショップ等のプログラ

ム及びツールの整理・公開に今年度から着手しており、ローカル SDGs 実践・地域循環共

生圏づくりに取り組む地域／団体が活用可能なツールとして、今後実施するワークショッ

プ等についても公開していくことが考えられる。 

 リーフレットについても、引き続きイベント等で参加者に配布すると共に、第１回
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ESD/EPO運営委員会で委員から提示があった、EPOによる地域づくり・ESDによる人づくり

で一体的に地域を支援することを図化した見開き図を、主催イベント、講師招聘等の再に

EPO／ESD センターを紹介・説明で活用していくことが可能である。 

 SNS については今後もできるだけ「シェア」される記事投稿を目指すと共に、イベント等

の協力団体や EPO 中部・協働コーディネーターと相互に記事の「シェア」を行い、SNS の

特性を活かした広報展開を図る必要がある。 

 

イ EPO 業務 

(ア) 協働コーディネーターなどの地域活動主体との連携について 

①現状・課題の整理 

 EPO 中部・協働コーディネーターとの連携によるイベント開催等では、地域側の関係者等

が多数集まり、地域ニーズに即したイベント開催が可能になっている。 

 協働コーディネーター側の事情等により、リスト掲載のコーディネーターの数は年々減少

しており、またリストに掲載されているコーディネーターについても、本業等で活躍され

ている多忙な方ばかりであるため、実際に EPO と連携・協力して取組等を行っているコー

ディネーター（連携・協力を呼びかけて応答してくれるコーディネーター）は限定的と

なってきている。 

 地域の関係機関と連携・協力して開催する主催イベントにおいて、地域側の意向を重視し、

地域の関係者との調整に時間をかけたイベントは、当初予定より後ろ倒しのスケジュール

での開催となる傾向があった。 

②今後の展開 

 今年度に実施した行動変容ヒアリングでは、EPO 主催イベント開催に対する地域側にとっ

ての意義を知ることができた。また、それが EPO 業務としての明文化された成果把握に

なっていると共に、地域側の地域づくりに対するニーズ・課題把握にもつながっているこ

とから、行動変容ヒアリングを今後も実施することが有効と考えられる。 

 協働コーディネーターとの連携については、地域での実践的な取組に欠かせない協力者で

あり、引き続き、連携・協力してローカル SDGs 実践・地域循環共生圏づくりの取組を展

開していく必要がある。 

 一方で、連携可能なコーディネーターが限定的となってきていることから、地域循環共生

圏 PF 構築事業や PS 基盤強化会合等で連携・協力している、各地域活動で中心的な役割果

たしている主体等との新しいネットワークづくりも必要とされている。 

 主催イベントについて、EPO 主導で開催すべきイベント・会合と、地域側の意向を重視す

べきイベント・会合とがあり、どちらを重視すべきか各業務の目的・性質上から見定めた

うえで、イベント業務の企画立案、及び地域側との調整を進めていく必要がある。 

 

(イ) 主催イベントについて 

①現状・課題の整理 

 今年度のイベントはいずれも「地域循環共生圏」「ローカル SDGs」をテーマに開催してお

り、次年度もこれらが中心テーマになるものと考えられる。 

 開催時期、イベントの内容によって、オンライン、ハイブリッド、リアル会場のいずれの

方法で開催するかを決定しているが、特定エリアのみを対象にしたイベント・会合は、特

に地方ではオンライン・ツールに慣れていない年配の活動者が多く、リアル会場にならざ

る得ないことが多い。 

 そうした理由により、リアル会場での開催予定であったが、関係者の家族に新型コロナ感
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染患者が発生した関係で、急遽オンライン開催となった会合もあった。 

 EPO 業務では地域案件ベースでの取組が多く、主催イベント・会合も特定エリアを対象に

したイベント・会合（「フォーラム in〇〇」など）が殆どであるが、オンライン、リアル

に関わらず、参加者が地域限定となるため、参加者数が少なくなりがちである。 

②今後の展開 

 次年度の EPO イベントも「地域循環共生圏」「SDGs（ローカル SDGs）」「脱炭素」及び経済

団体・金融機関との連携が重要テーマとなることが予想される。また、引き続き、地域的

なイベント・会合開催が多くなるものと考えられる。 

 第２回 EPO/ESD 運営委員会で委員から指摘があったように、「地域内の調整を目的とした」

イベント・会合については、参加者数にこだわることなく、開催目的の達成を優先・重視

すべきである。 

 エリアが特定されないイベントや、中部全体／東海地方を対象にしたイベントは EPO 中部

そのもののＰＲにもつながるため、戦略的広報の一環として、幅広な参加が見込めるイベ

ント開催も望ましい。 

 但し、同様のテーマ・内容によるイベントは、本省・中部地方環境事務所、GE0C・ほかの

地方 EPO もオンライン開催する可能性が高く、EPO 中部が開催する意義についての検討は

要するものと考えられる。 

 

(ウ) 地域循環共生圏づくりへの支援について 

①現状・課題の整理 

 地域循環共生圏づくり PF 構築事業については、全国的な支援の枠組み等もあり、業務と

しての対応、団体側への支援に追われがちで、地域循環共生圏の本質に触れる地域支援が

できていなった部分もある。 

 地域循環共生圏づくりで経済・金融分野の巻き込み、関係構築が重要となっているが、PS

基盤強化の業務として EPO と経済・金融関係者との関係構築はできているが、案件として

の成立や、地域団体と経済・金融関係機関との新たな関係構築にまでは至っていない。 

②今後の展開 

 地域循環共生圏づくり PF 事業については、今後も各団体／地域ごとに支援の見立てを行

い、細やかに対応していく必要がある。 

 経済・金融機関の巻き込み、関係構築については、地域・取組内容によって関係を構築す

べき対象が異なってくることを念頭に、これまでに EPO が関係構築を行ってきた財務局・

財務事務所、そのほか金融機関・経済団体等とも連携・協力して、地域活動者等と経済・

金融機関とがつながる場を引き続き設営していく必要がある。 

 

(エ) SDGs 実践評価について 

①現状・課題の整理 

 連携先からの情報収集等により SDGs の評価に関わる様々な知見を収集した結果、SDGs の

ゴール、ターゲット、インデクスに対して、地域の SDGs 取組評価には乖離があり、橋渡

しをする必要があることが明らかになった。 

 連携した研究機関の情報から基礎自治体の統計値をもとにした SDGs 評価データベースを

入手し、岐阜市、珠洲市、豊田市について 15 の指標に基づく統計レーダーチャートを作

成した。ただしこれらの評価指標は必ずしもすべての SDGs 状況を説明するものではなく、

また基礎自治体レベルの評価にとどまり、個々の活動の評価とどのように関連づけるかが

課題となる。 
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【参考）2020-2021 年度に実施した PS基盤強化事業による会合】 
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②今後の展開 

 基礎自治体の統計値をもとにした SDGs 評価データベースでは、指標について評価の意味

を SDGs に対して説明するストーリー「SDGs 指標物語」が試作されている。この考え方を

活用し、個々の地域の SDGs 活動評価を SDGs 体系への関連付けを行うことが考えられる。

そこで「活動見える化プログラム」の分析結果を基に例として抽出した指標について

「SDGs 指標物語」作成し、基礎自治体で試作された内容との比較や関連付けを検討する

ことを試みることが考えられる。 

 

ウ ESD 業務 

(ア) 交流機会提供(学び合いプロジェクト)について 

①現状・課題の整理 

 地方センターが独自にテーマを決めて特色ある活動を行う学び合いプロジェクトでは、当

センターはテーマを「ローカル SDGs のための ESD の社会実装～SDGs 社会教育を考える」

とした。この中で、社会の ESD 推進を検討するため「SDGs 社会教育研究」ワーキンググ

ループを立ち上げ、専門家の議論とともに、3回の研究会、2回のオンラインセミナー、1

回の実践セミナーを通じ、ESD実践とともにSDGs社会教育の枠組みを検討した。また議論

の内容を「現場から学ぶ！SDGs 人材育成ワークブック」プロトタイプ版の案としてとり

まとめた。 

 ESD 実践では 2 回のオンラインセミナーの ESD 理念や事例紹介について参加者が地域の見

直しをきっかけとなったり、実践セミナーでは参加者自身の活動の動機付け向上につなが

るなど具体的な成果事例が見られた。 

 ただし取扱いテーマが社会教育という広範な対象であるため、ワークブックのプロトタイ

プは必ずしも具体的なヒントまで焦点化できているとは言えず、使いやすいものにバー

ジョンアップすることが課題となる。 

②今後の展開 

 今年度、他の地方センターとの交流を通じて、気候変動教育が重要なテーマであることが

議論されている。そこで SDGs 社会教育の対象として「気候変動教育」をテーマ候補とし、

WG 専門家を交えて議論するとともに、セミナー等の開催を実践することで具体的な事例

を集積することが考えられる。それらの実績を基にワークブックに具体性を持たせヒント

集として活用できるようにバージョンアップすることが必要となる。 

 

(イ) ESD ダイアログについて 

①現状・課題の整理 

 第 5 期まで実施してきたユネスコエコパークからユネスコジオパークにフィールドを変更

し立山黒部ジオパークで ESD ダイアログを実施した。これにより中部地方のジオパークの

関係者や関係教育機関・教育者の交流が進み新たなネットワークが構築された。 

 中部地方のジオパークのネットワーク交流を進めるとともに、エコパークや自然公園とも

連携しつつ ESD 事例や知見の交流を進め、自然資産を ESD の重要なパーツとして活用する

枠組みを充実発展させることが課題となる。 

②今後の展開 

 中部地方のジオパーク交流をエコパークや自然公園を含めて推進するため、他のジオパー

クをフィールドとした ESD ダイアログを開催することを検討する。 

 また中部地方以外のエコパークやジオパークとの ESD ダイアログでの交流や、それを通じ



152 

 

た自然資産の ESD における意義の発信を検討するなどにより、全体の枠組みを充実させる

ことが考えられる。 

 特に今後、ジオパークなどに登録を目指している地域は ESD に関心があると考えられこう

したニーズの発掘を検討することも考えられる。 

 

(ウ) SDGs フォーラム（学生サミット）について 

①現状・課題の整理 

 SDGs 活動を行っている学生が社会で将来活躍することを踏まえ、基礎自治体の取組を認

識してもらうために SDGs 未来都市の取組発表を組み込んだ。岐阜市と岐阜大のサークル

がその後連携を模索するなどの成果も見られたが、学生側と自治体側の優先順位の違いも

見られ、議論をよりよく進めることができるようにすることが課題である。 

 学生グループの取組発表は参加学生に大きな刺激となり、ESD 実践の成果は大きかったと

考えられる。ただ、オンライン形式であったこともあり、参加者相互の交流の枠組みが十

分とは言えなかった。 

 また YouTube 視聴の一般参加者は必ずしも多くはなく、個々の取組事例やディスカッショ

ンの成果を発信し他の一般の若者と共有することが課題となる。 

 参加学生グループは 8 団体となり、参加者は拡大した。ただし開催現場としてはボリュー

ムとして限界に近く、より多くのユースへの参加を求めるには工夫が必要である。 

②今後の展開 

 参加方法については広域の中部地方全体から遠隔地を含めてのアクセスを考えると今後も

オンラインをベースにイベント設計をするのが現実的である。ただリアリティ感を考えて

ハブの参加者を増やしたりサテライト設置するなどで臨場感を出すことが考えられる。 

 参加学生相互の交流を促すために、許可を得てメールアドレスを共有したり、ウェブ上で

振り返り掲示板を設置する等も考えられる。 

 ディスカッションは運営会議の委員にファシリテーターをお願いしたが、より充実させる

ために、事前に方法論を検討する場を設けることも考えられる。 

 

(エ) その他の ESD 支援や関連の取組について 

①現状・課題の整理 

 1）全国センターをハブとし地方センター中核を構成している ESD 活動推進ネットワーク

では、ESD 推進のための戦略的方針の検討が進められている。当センターもそれに対応し

ていくことが課題となる。 

 2）行政、企業、教育機関などからの SDGs の取組普及についての相談が増加しており、人

材紹介、講師派遣、企画提案などを実施している。今後効率化のためある程度パッケージ

化やプログラム化を進めることが必要と考えられる。 

②今後の展開 

 1）検討されているESD推進のための戦略的方針「ESD推進ネットワーク成果と課題及び今

後の取り組みの方向性（提言）骨子案」では ESD 推進を様々な分野で位置づけるとともに、

優先重要テーマとして「気候変動教育」が取り上げられ、地球温暖化防止活動推進セン

ター（温セと略）ネットワークとの連携が提案されている。請負団体が温セに指定されて

いる利点を活かすと共に作成中のワークブックに事例を反映させることが考えられる。 

 2）ESD・SDGs 取組を普及させるために、現在公開されている SDGs チェックリストをはじ

めとするツール類を充実し、他の公開パッケージと連携させていくとともに、ワークブッ

クの体系に位置づけ活用しやすくすることが考えられる。また事例を動画化し公開するこ

とも検討の余地がある。 
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エ イベント参加者アンケート結果より 

 EPO 業務、ESD 業務の全てのイベントにおいて参加者アンケートを実施している。 

 オンライン開催、ハイブリッド開催によるイベントでは、オンライン参加者のアンケート

回答数が少なく、集計結果を参考値として整理を行った。 

 特に YouTube での視聴による参加者はアンケートの回収が難しく、工夫が必要と考えらえ

る。 

 回答を得られた参加者アンケートの集計結果をみると、全体的にどのイベントに対する評

価も高く、役立つ情報・事例があったか否かの設問でも「あった」の回答が比較的多い。 

 

 

５／５段階 ４／５段階 ３／５段階 ２／５段階 １／５段階 無回答
211120越前フォーラム
(n=11)

6 3 2 0 0 0

220119共生圏セミナー
(n=9)

1 5 3 0 0 0

210823学び合い①
(n=16)

7 7 1 1 0 0

210916学び合い②
(n=12)

6 2 2 1 1 0

211030実践セミナー
(n=25)

15 9 1 0 0 0

211113ESDダイアログ
(n=18)

13 2 1 0 0 2

220219SDGs学生サミット
(n=1)

0 1 0 0 0 0

210626飯山ミーティング
(n=6)

4 2 0 0 0 0

220223ななお会合
(n=8)

6 1 1 0 0 0

EPO業務・計(n=20) 7 8 5 0 0 0

ESD業務・計(n=72) 41 21 5 2 1 2

基盤強化業務・計(n=14) 10 3 1 0 0 0

全体(n=106) 58 32 11 2 1 2

●今回の催事はいかがでしたか（５段階評価）

EPO
業務

基盤強
化業務

ESD
業務

あった なかった
どちらともい
えない

無回答

211120越前フォーラム
(n=11)

8 0 3 0

220119共生圏セミナー
(n=9)

8 0 1 0

210823学び合い①
(n=16)

11 1 4 0

210916学び合い②
(n=12)

9 0 3 0

211030実践セミナー
(n=25)

22 0 3 0

211113ESDダイアログ
(n=18)

15 0 1 2

220219SDGs学生サミット
(n=1)

1 0 0 0

210626飯山ミーティング
(n=6)

5 1 0 0

220223ななお会合
(n=8)

8 0 0 0

EPO業務・計(n=20) 16 0 4 0

ESD業務・計(n=72) 58 1 11 2

基盤強化業務・計(n=14) 13 1 0 0

全体(n=106) 87 2 15 2

●今後のあなたの活動や取組で役立つ情
報や事例などがありましたか

EPO
業務

基盤強
化業務

ESD
業務
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【具体的に役立つ情報・事例の内容とは】 

211120 越前

フォーラム 

どじょうれすとらんに参加したいと思った 

義務で保全するのではなく、保全活動者もその協力者（観光客）も楽しく、お金をおとしてもらえるような仕組

づくりが大事なのではと思いました。 

交付金だけに頼らない自立した活動を考えて行かなくてはならないとの思いを深めました。 

自分の山を少しずつ整備をしようと思いました。 

取り組み事例 

発表の中での里山の荒発表！！ 

遊び７分で収益をあげて自律した組織ぐくり、補助金にたよらない 

220119 共生

圏セミナー 

EPO 中部様との共同事業を検討してみたいと思いました。 

SDGs を計画に反映していくにあたっての考え方 

温対法実行計画の見直しにあたっての参考になった。 

取り組みの評価の見える化の方法 

地域課題の把握と解決方法についての考え方 

210823 学び

合い① 

SDGｓのロゴマークのスパイラルアップの図。ストンと意味が落ちました。 

SDGs を進めていくにあたって、リーダーの考え方が変わりました。つなぎ役というか周りの人の話をよく聴き

皆さんから内発の力を引き出していくことができる人だと感じました。 

学校と地域が一緒になって取り組んでいる事例 

私は行政の職員です。行政からの環境教育や普及啓発はどうしても押しつけのようになりがちですが、内発

的動機づけ３要素の受容性、また、子供たちの知る権利、言う権利、決める権利というエッセンスは今後の

施策を考える上でも心に留めたいと、非常に参考になりました。 

また、パネルディスカッションで議論されていた「場を作るキーパーソンとそれを支える組織」という関係性

は、正に昨今重要視されている民間と行政との協働であると再認識し、地域の力の大切さを実感しました。 

自身がこれまで進めてきた取り組みに関して、方向性としては間違っていなかったことが再確認できたと同

時に、学びによる「人の変容」にもう少しフォーカスできれば(≒参加者本人に変容に自覚してもらうこと)がで

きればよかったと反省した。今後、実践していこうと思う。 

水上さんの「まち作りの取り組み」 

水上先生の論理的な裏付けに基づいた地域活動。進化していく様子に刺激を受けました。 

大関地区での取り組みと、子どもたちの関わり方 

大関地区の取り組み 

福井県坂井市の取り組み 

210916 学び

合い② 

・「発信する」という取組みが、大きな成果を生み出すことに繋がると改めて感じた。 

・「環境＞社会＞経済」は改めてハッとさせられた。 

SDGs 活動 3 つのポイントについて理解が深まりました 

なぜローカル SDGs かということや、富山の例 

各地域の動きが見えて大きな刺激になりました 

共生、担い手、グローバル⇔ローカル 

古澤さん 

古澤さん 流域圏という考え方がとても参考になりました。 

都道府県・市町村区切りをすると地域特性が異なり共通テーマ等の見い出しに大変苦労していましたが、地

形に沿ったエリア設定をすることで自然とグルーピングができるというヒントをいただきました。 

市町村という行政区域ではなく、河川流域による地域区分が有効ということ 

211030 実践

セミナー 

SDGs のあり方 一つ一つの線で SDGs を捉えるということ 

SDGs はひとつひとつでなない それぞれのつながりを考えて目標を達成する。そうそれぞれのたちばでどう

つながって解決するか 

SDGｓは個人、組織、行政、自治体、企業、学校、ＮＰＯなどみんなが関わりあっていかねば達成が困難であ

ることを再認識しました。 

SDGs は線形的問題解決ではなく、統合的問題解決が重要であるという情報 

SNS で呼びかける 

グループワークでの考え方、他グループ含め 

ごみをポイすてしない 

どんなごみが落ちているか 

河川にゴミが集まる原因を理解し、原因がそこに住む地域でなかったとしても 取り組むべき課題であり、そ

の解決方法を一緒に考えていく必要があること。を参加していた若い世代が理解していた点が素晴らしかっ

た。そこまで導くためのインプットがとてもよかったです。 

課題が SDGs の何番とつながるか色んな考えだあり可能性があると思った 

海洋プラゴミの現実、実態、等 
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個人の協働へ、組織自治会・企業が参加する 

午前しか見れませんでしたが、ハングル文字とか無く国内ゴミだと言う事に、驚きとショックを覚えました。私

の地域でもイベントにてゴミの持ち帰りを呼びかけてます。と言う実行委員、会場からはゴミを持って出ても、

ゴミを持って満員電車に乗れ無いと、その辺に置いて帰る。意識改革が最大の問題 

佐藤先生の話 

地元がどのような現象にあるか分かることができたこと 多くの人の意見や考えを知れたこと 

幅広い知識や考えを頂いた 

様々なデータを基に私たちが知らなかった現実を知ることができた 

流れつくゴミは県内からのものがほとんど 

六渡寺海岸での取り組み アジェンダ作り SDGs のしくみ 

六渡寺自治会の役割を知った 

211113ESD

ダイアログ 

ジオツーリズムに参加したいと思った 

ジオパークは理科や道徳、特活、総合的な学習の中で、よてもよい題材教材となると思っていましたが、本

日参加をして社会科でも活用できるのではないかと感じました。社会科では自然環境を社会生活や文化の

形成、観光等に生かしていることを学ぶ単元があるのでジオパークがとてもよい教材になると思います。 

ジオパークを学校教育に生かす手法や例をたくさん聞かせていただき自分もどのようにしていけばよいか参

考になった。SDGs を進めるには教育（幼、小、中、高）が大切、ESD の必要性を改めて感じた。 

すべてとの報告も参考となるものがたくさんあった 

それぞれの発表の中で学べる点は多々ありましたが、特に南アルプスジオパークさんのガイドに関する活動

は参考になりました。 

各地の特色を生かして、教育に生かしていることがわかった。本市でも伝えていきたい。 

学校との連携の具体的内容が多く示されたこと。 

学校の取り組み体制 

具体的な事例を基に発表いただいた、総合的な学習で採用されているのは知っていたが、行政側の協力が

かかせないと思った。各市町村に温度差があるのは仕方無いにしても学校のカリキュラムにもっと取り入れ

てくれるようになれば有難い 

高遠高校の取り組み 滑川市の取り組み 

高校生に向けての教育実施の優越感 

自然との共生・水とのかかわりを順を追って理解することが出来た 

地域に根差した子供たちと一緒に地域の宝を考えているところ 

白山手取川ジオパーク-ふぐの子ぬか漬-実際にその土地で食べられている食べ物をジオと関連付けて子

供たちに伝えることは学びが多く興味が持ちやすくいいなと思いました。 

様々な学習のやり方、ターゲットを説明していただきためになった。 

220219SDGs

学生サミット 

他大学学生の様々な取り組み事例自体を知れたことが何よりも参考になりました。 

210626 飯山ミーティング 

それぞれの多様な取り組みを知ること自体が大変参考になりました。 

地域循環共生圏について、まちづくり協議会での活動事例を紹介します。花いっぱい運動に取り組んんだ時

に、地域の高校で生産された花苗を 400 ポット（1 ポット 50 円）購入しました。活動時の参加者には地元の個

人商店で買ったお茶を提供しています。グラウンドゴルフ大会で 50 ㍍のコースでホールインワンしたときに

は、地元の海産物生産会社の生ワカメ 2 袋提供が恒例となっています。広報誌も地元の印刷業者に発注し

ています。これからも地域の企業に協力できるものはないかと考えながら取り組んでいきたいと考えていま

す。 

地域循環共生圏の考え方、国立公園協働型管理運営の実例、飯山林福連携事業の具体的内容、学びの里

コミュニティカレッジの理念や活動など、多々参考になりました。 

様々なステークホルダーが進化され、多くの視点で大変参考となる話が聞けたこと 

里山ウェルネス研究会の活動・取り組みを知ることができてよかった。 

220223 なな

お会合 

ワクワク感を忘れない！みんなと繋がりたいなど閃きたいです。 

活動事例の紹介があり、参考になった。 

谷中さんの思想哲学とアプローチ手法 

谷中先生のお話での SDGs、ワクワクしながら行動する 

谷中先生の内容 

谷中先生を知れたこと。ローカル SDGs 創設のプロセス 

地域経済エコシステムが相互補完関係であること 

価値創造型事例とても参考になりました 

実際の体制づくりの難しさ、共有いただけて参考になりました 

皆さん全国でご活躍されている方でどの事例も参考になりました 
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 今後の活動への積極性が喚起されたか否かの設問でも、ほとんどが肯定的な回答となって

いる。 

 

 

 今後、参加してみたいセミナー、フォーラム等のイベントのテーマ、内容等についてたず

ねた設問では、次の通り、個別具体的な内容を含めた様々な回答がみられた。 

 ESD イベントでは、学校現場、教育・人材育成等に関わる取組事例が知りたいといった回

答が多く、事例に対するニーズの高さがうかがえる。 

【今後参加してみたいイベント】 

211120 越前

フォーラム 

ドジョウ養食に関するもの、おいしい米づくりに関するもの 

ローカル SDGs 地域循環共生圏につながる事例（保全-体験-お金をおとしてもらうしくみ） 

昔のくらしを聞いたり、体験したり、少し不便な暮しの良さを知ってほしい 

米の栽培研究会 

220119 共生

圏セミナー 

ゼロカーボン社会へのロードマップと現状の立ち位置を検討する会 

経済的な側面をお話いただける方のお話を伺ってみたい。 

210823 学び

合い① 

SDGｓと建築の関係について。SDGｓと障がい者の関係について 

ローカル SDGs と会社の取り組みについての事例や、世界的・日本全国的に見た SDGs の必要性など 

学校現場における SDGｓの実践と課題。 

環境問題 

今回のようなセミナーを月一で開催してくださるとうれしいです。 

市民ボランティアと行政と地域企業と学術専門家との協労（パートナーシップ）の芽吹き、開花、結実、そして

しっかり根を張る。サスティナブル活動事例の紹介 

210916 学び

合い② 

ESD を考えるフォーラム 

SDGｓの いろんな団体の取組み 

企業の人材育成にて、どう SDGｓを普及できるか？事例も交えて解説いただきたい。 

もっと協働に
積極的に取り
組んでいきた
いと感じられ
る内容だった

これまでの取
組方を続けて
いけば充分だ
と思える内容
だった

協働に取り組
む必要性・重
要性をあまり
感じられない
内容だった

よくわからな
い

無回答

211120越前フォーラム
(n=11)

8 2 0 1 0

220119共生圏セミナー
(n=9)

6 1 1 1 0

210823学び合い①
(n=16)

8 2 0 1 0

210916学び合い②
(n=12)

9 2 0 1 0

211030実践セミナー
(n=25)

23 1 0 0 1

211113ESDダイアログ
(n=18)

14 2 0 0 2

220219SDGs学生サミット
(n=1)

1 0 0 0 0

210626飯山ミーティング
(n=6)

6 0 0 0 0

220223ななお会合
(n=8)

8 0 0 0 0

EPO業務・計(n=20) 14 3 1 2 0

ESD業務・計(n=72) 60 7 0 2 3

基盤強化業務・計(n=14) 14 0 0 0 0

全体(n=106) 88 10 1 4 3

●協働/SDGs等に今後も積極的に取り組む必要があ
ると感じさせる内容でしたか

EPO
業務

基盤強
化業務

ESD
業務
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参加されていた、清水義彦氏（富山大学）で 学校で SDGs を取り組むことで生徒の進路に影響が出るという

お話に興味を持ちました。「探究」の時間を持て余してしまう学校教員の方々に「SDGs を実践することが生徒

の進路選択のステップとなりうる」として、ESD を探究学習に採用していただける可能性を感じたので、関連し

たお話をきかせていただきたいと感じました。 

社会貢献と SDGs 

障がい者への SDGs 対応について 

地域創生と SDGs 

211030 実践

セミナー 

13．気候変動 SDGs と人権 

SDGs セミナーに参加したい 

いろいろなテーマでＳＤＧｓの取り組みについて知ってみたいです。 

その地域住民とのワーク 

もっと若者が興味をもつイベントを開催してみたい 

海ゴミもひとつだが気候変動のセミナー・フォーラムに参加したい 

学校等で話しをしてほしい 

環境問題など（プラスチックやごみ） 

自然の大切さをかんじられるもの、日常生活と結びつける 

実戦の場を増やしてほしい 

多くの人に SDGs について知ってもらいたい 

年齢層をユースから少しだけ上げたオンライン ESD 政経塾。（私が 40 代でユースに入れないが中部さんの

政経塾に入りたいためです。） 

211113ESD

ダイアログ 

ESD が何なのかを解かるセミナーがあれば広がるかなと 教員向けに 

コーディネーターが適切に問題・課題。パネリストを指名されたのは非常に分かり易くなった。限られた時間で

まとめていただきありがとうございました。 

各地の取組みを聞くことが出来た、今後のガイドの取組の参考にできるよう構築を考えてみたい。ディスカッ

ションは、指導者としての内容があった、まだ難しい問題が多いことがうかがえた 

学生と現場実践の対話の場 

今回の内容をもっと広く募集 参加者増えればよい 

他の学校とジオツアーをくむ 

南アルプスのことを全然知らなかったので、何かしら参加してみたいと思いました。 

本日最後のパネルディスカッションがとても興味深い内容で、もとたくさんお話しを聞きたかったです 

220219SDGs

学生サミット 
同じような SDGｓ活動をしている人達を集めた課題共有発展型のセミナーがあれば良いなと思いました。 

210626 飯山

ミーティング 

今回のような身近な地域での活動事例の紹介 

飯山ミーティングを重ねて頂きたいです。今回広範な内容で全体像をぼんやり掴めたと思うので、飯山の地

に落としていく、具体的なアイデアについて話し合うフォーラムに期待します。 

220223 なな

お会合 

SDGs 大学の参加、できればしたい 

やってみる！がテーマの伴走型セミナー(複数回でフォローする塾形式) 

三重県の SDGs、SDGs 先導者の育て方 

地域の多様な主体集まる機会となるセミナー 

 

【末尾・自由記入欄の感想など】 

211120 越前

フォーラム 

1 人 1 人の心かけが大切 

これからもなかなか続けにくい取り組みがあると思うが、友達をさそい合っての参加者をふやしていきたいと

思う。 

経営が重要であることが理解できました。ビジネス最優先でゆくべきだ！ 

地域の今後の取組みについて再考していきたい。 

220119 共生

圏セミナー 

リモート参加としては興味ありますが、意見（チャットや付箋）の操作方法が分からず時間が過ぎてしまったの

が残念でした。 

本日の講演の中では、皆様が SDGs や環境問題を経済的な有利性に繋げるお話をされてみえたと思いま

す。企業として、必要と考えるから取り組むのか、儲かるから取り組むのか、取り組まなければ置いていかれ

るから取り組むのか、そのあたりの率直なご意見を伺いたい。また、取り組んだことで業績に変化があったの

か、取り組まなければどうなっていたと予想されるかといったお話も伺えるとありがたい。 

210823 学び

合い① 

SDGs の概要から地域の取り組みまで、詳しく教えてくださりありがとうございました。自分自身も SDGs 達成

に向けた社会の当事者としての意識が改めて生まれました。 

SDGｓは、大きな学術的課題ではなく、一人一人のできることの集合であると感じました。 

会社の上層部で少しずつ認知されてきました。自分自身は２０１９年学生時代に活動して、広めてそこで終

わってしまいました。社会人になった今、自分の身の回りでも SDGs を耳にしますし、広告もたくさんありま

す。会社の中で広めるとしたらどういう名目で、広めるのが良いのか気になりました。 
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各県からの参加があって面白かった。もっと、チャットでいろいろな意見を書き込んでくれるとよかった。 

学術的な話が速くてついていけなかった。秋田県の実践も、素晴らしいなと感じながらやはり速くてレジュメに

ついて行けない。資料がほしいです。 

刺激的で興奮し、自らの啓発の種になりました。 

視聴中に佐藤氏の資料をダウンロード出来なかったため、ぜひメールで資料もしくはダウンロード先を添付し

ていただきたいです。 

素直にチャットに意見を書かれていた方の声が大事だと思った反面 まだこの段階かとの進んでいない地域

(大人)と学校(生徒、教員)の関わりにショックを覚えた 登壇された水上さんたち大関の取り組みのような事が

どんどん行われて行く事を願います。 

恥ずかしながら、知らないことがたくさんあって、難しい内容もありました。ＭＤＧｓのお話も今日初めて知りま

した。私が学校の社会科で取り組んでいる新聞づくりなどは、ローカルＳＤＧｓに該当すると思いました。 

非常に参考になりました。 

とても興味深いお話であっという間に時間が過ぎました。 

皆さんの発表、パネルディスカッションともに、もう少し長い時間をとっていただいても良かったかなと思いま

す。 

また、YouTube 等で再度視聴することができると大変ありがたいです。 

210916 学び

合い② 

SDGs 未来都市を目指していたころから、セミナーに参加しております。サボテンと障がい者、CO2 を活用した

農業ビジネスなどをやりたいと考えています。 

あっという間に終了でした。これから・・・というところで終わるのがいいのかもしれません、次回につながりま

すね。ぼーーとしていたところに最後に堺さんから話をふられて汗をかきました、苦笑 

始めて参加しましたがかなり高度な内容ですね。 

前回に引き続き、理論的なお話の他、具体的な実践のお話もうかがえました。参考になりました。学校教育で

の ESD の話題が増えると、教員の参考になると思います。 

全セミナーのレジュメまとめなどが Googlef フォームにまとめられていたらなおありがたいなと思いました。 

大変よかったです。 

当たり前なことを再確認できた気がする。 

非常におもしろく聞かせていただき、勉強になりました。「テーマの関連」を強く意識する回となりました。SDGs

の追い風の時期だからこそできることが増えており、その機会をつかみ取って上手く活用されている実践例を

見せていただきました。真似をさせていただきます。ありがとうございました。 

211030 実践

セミナー 

SDGs、そして社会を考えていく重要性を再認識できた 

SDGs について学ぶことが多かった。 

SDGs への捉え方が非常に勉強になった。会社にいるだけではわからないことだったので参加できて良かっ

たと思う 

いろいろ勉強になりました 

スタッフ皆様お疲れ様でした。現場と配信のハイフレックスに加えて、海岸から中継ライブとのことで、ご準備

等大変だったと思います。一緒にドキドキしながら youtube から拝見させていただきました。お見事でした！ 

すばらしい内容でした ありがとうございました 

もっと多くの人に知ってもらいたい内容でした。ありがとうございました 

海洋ごみの問題は、海岸沿いの人々より、内陸の人にこそ知ってほしい問題だと思いました。 

開催ありがとうございました。 

気軽に、失敗などを気にせずに話せる。空気づくりが大切。お互いを尊重する。 

漁業が有名な射水市の海の現状を知れてよかったです。貴重な体験を多くの人にも受けてもらいたい。 

高校生と何年ぶりに話したか？いいしげきになる 

今日、実際に参加してみて海岸のゴミの多さにおどろいた。それでも綺麗な方だと言っていたので、もっと真

剣にこの問題に取り込まなければいけないと思った。 

今日で初めて知ったことで気づいたことをこの会を通して自分でできることは何かと考えさせられました。 

今日は海岸でゴミ拾いなどはできませんでしたが、ズームの中継で実際にしているような臨場感があり、現地

にいるような気分になれました。ずっと撮影してくださってありがとうございました。午後の部も、参加されてる

方たちの意見を見たり聞いたりできて、一緒に問題解決に取り組んでいるような気がして、とてもよかったで

す。 

今日は別の用があり午後が見れなかった、帰宅後に再生出来ず残念だった 

自分のかよっている高校の近くにある海岸が県内で一番ゴミが流れつくところだということを知っておどろきま

した。たくさんのことを知れてよかったです。 

実際にこのようようなことをしてみて、ごみは環境にとても悪いことがわかった。 

進行がグダグダだった 

大学院の先生や環境省の方など普段交流できない方と広く関わることができてよかったです。また進路の相

談などにものっていただいて嬉しかったし、SDGs について深く知れて楽しかったです。 

大人しかいないグループでしたがとてもフレンドリーに話しかけてくださってとても助かったし、有意義な時間

を過ごさせていただき、考えも深まったので感謝したい 

地元の環境の話から知識を得ることができてよかった この学んだことを多くの人に広めていきたいと思う 
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非常にためになるセミナーでした、ありがとうございます。 

話題提供の講演 2 件は資料もしっかりしていて、お話はよく分かりました。 

211113ESD

ダイアログ 

ESD もよく分からず参加しましたが、とてもよく理解できました。郷土学習が大切であることは感じていました

が、ジオを結び付けるとより効果的であることを再確認できました。学校教育のめざすべき姿の変化を感じる

会であった。 

ありがとうございました。 

ジオパークを教育に活用することで「地域から社会が見える」「地域から地球が見える」効果を高めることがで

きると感じました。教科書の中にある「どこかの世界」を学ぶよりも社会や地球のつくりを実感を伴って学ぶこ

とができると思います。 

どれも大変興味深い内容であっただけに、もう少しそれぞれの話を聴く事ができればなお良かった。 

一生懸命取り組んでいらっしゃる方の発表に感動、刺激をいただきました 

教育現場に参入するのはとてもむずかしいと感じます。 

長時間だがメリハリのある進行でよかった 

富山のおいては環境教育を普及しやすい地域。SDGs に積極的でもあるため、実際に当方でも各地からの教

育旅行（高校生）の受入が活発となっている 

様々な活動を行っている中で、やはり広告（アピール）力が課題に挙げられてると思いました。自分も参加し

てみたい、もっと知りたいと思える活動がたくさんありました。こちら側の発信そして人々のアンテナ共に活発

になるよう学生として努めていきたいです。 

220219SDGs

学生サミット 
大学関係なくコラボできるようになると、より発展的なものが生まれると感じました。 

210626 飯山

ミーティング 

オンラインで運営する事務局の方の対応が素晴らしかったです。 

皆様の貴重なお話を伺う機会をいただきましてありがとうございました。 

みなさんが共通して話していらした、「あるものに目を向ける」「皆が役割を果たしつつ自分の問題だと理解す

る」「自分の人生の中に SDGs の文脈が見えてくること」という言葉が非常に印象的でした。 

こうやって共有していくことの大切さを痛感しました。 

大変参考になりました。 

大変重要なテーマであり、かつ各省庁や地元の方、学識経験者の話題提供がそろっていたので、地元の方

の参加がもっとたくさんあれば良いのになと思いました。こうした催しに地元の方を巻き込む工夫についても、

またフォーラム等で議論できたらと思います。EPO の皆さまには多少枠外になるかもしれませんが、EPO の

コンセプトが広範に影響を及ぼしうるので、ぜひイニシアティブを取っていただきたいです。本日はどうもあり

がとうございました。 

220223 なな

お会合 

「地域課題＆フレームワーク」ばかりだと似たような結論に帰着するので、「価値創造アイデア＆ワクワク感」

で突き抜ける取組に魅力を感じました。その意味でいうと、型にはまった補助金・助成金を活用すると、小さく

縮こまってしまう印象を受けたので、取組成果を後付けで申請(または発見してもらい)し補助する制度があっ

ても良いと思います。 

SDGs という言葉はよく聞きながらも理解があまりされていなく、周りはそういう人達がいるためこのような機

会があれば参加をすすめていきたいと思います 

どの講演も非常に興味深かったですが、特に谷中様のプレゼンは具体事例も多くて分かりやすく、惹き付け

られる内容でした。 

今日の谷中先生のセミナーはドキドキしながら聞かせて頂きました。 

本日は貴重なセミナーを開催していだだきありがとうございます。 

私は三重県の地方銀行で SDGs を広めるための活動をしておりますが、まだまだ初心者で勉強中の身であ

ります。 

今後、地域の企業の皆様に本質的に SDGs を理解し、取り組みし、事業に活かしていただけるような活動を

したいと思っております。 

知識はまだまだですが、熱い思いだけはまけません！是非力をお貸しください！ 

特に谷中先生！一度お話しをお聞きしたいです！ 

私も楽しみながら SDGs ハッスルしていきたいです！ 

本日は有難うございました 

本日入り口でしたがわかりやすくとても勉強になりました 

欲望へのブレーキは楽しみながら実践出来る環境にどんどんなればと感じました 

今、仕事で目標をたてなければいけないところだったので参考にさせていただきます 
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《参考》回答者の属性の集計結果 

 

 

 
 

 

●年齢
１０代以下 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上 不明

211120越前フォーラム
(n=11)

0 1 1 2 1 3 1 2

220119共生圏セミナー
(n=9)

0 2 2 1 1 2 1 0

210823学び合い①
(n=16)

0 2 1 7 2 2 2 0

210916学び合い②
(n=12)

0 2 0 2 4 2 2 0

211030実践セミナー
(n=25)

10 2 0 3 7 2 1 0

211113ESDダイアログ
(n=18)

0 2 3 2 2 3 6 0

220219SDGs学生サミット
(n=1)

0 0 1 0 0 0 0 0

210626飯山ミーティング
(n=6)

0 0 1 3 0 0 2 0

220223ななお会合
(n=8)

0 0 4 1 2 0 1 0

EPO業務・計(n=20) 0 3 3 3 2 5 2 2

ESD業務・計(n=72) 10 8 5 14 15 9 11 0

基盤強化業務・計(n=14) 0 0 5 4 2 0 3 0

全体(n=106) 10 11 13 21 19 14 16 2

ESD
業務

EPO
業務

基盤強
化業務

●所属先
NPO・NGO・
任意団体

企業・事業
者

行政機関
学校・教育
関係

学生 その他 不明

211120越前フォーラム
(n=11)

2 2 2 0 0 4 1

220119共生圏セミナー
(n=9)

2 1 5 0 0 1 0

210823学び合い①
(n=16)

3 5 3 3 0 2 0

210916学び合い②
(n=12)

3 4 1 2 0 2 0

211030実践セミナー
(n=25)

2 7 1 3 8 3 1

211113ESDダイアログ
(n=18)

6 0 4 3 1 4 0

220219SDGs学生サミット
(n=1)

0 0 0 0 0 0 1

210626飯山ミーティング
(n=6)

2 0 1 3 0 0 0

220223ななお会合
(n=8)

1 3 1 0 0 3 0

EPO業務・計(n=20) 4 3 7 0 0 5 1

ESD業務・計(n=72) 14 16 9 11 9 11 2

基盤強化業務・計(n=14) 3 3 2 3 0 3 0

全体(n=106) 21 22 18 14 9 19 3

ESD
業務

EPO
業務

基盤強
化業務
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●活動分野のSDGs

1. 貧困をなく
そう

2. 飢餓をゼ
ロに

3. すべての
人に健康と
福祉を

4. 質の高い
教育をみん
なに

5. ジェンダー
平等を実現
しよう

6. 安全な水
とトイレを世
界中に

7. エネル
ギーをみん
なに、そして
クリーンに

8. 働きが
いも経済
成長も

9. 産業と技
術革新の基
礎をつくろう

211120越前フォーラム
(n=11)

0 0 2 1 0 1 2 1 2

220119共生圏セミナー
(n=9)

1 1 2 2 1 3 6 1 2

210823学び合い①
(n=16)

4 0 5 9 4 3 3 2 1

210916学び合い②
(n=12)

2 3 3 8 1 3 7 6 4

211030実践セミナー
(n=25)

3 1 4 9 5 2 1 2 2

211113ESDダイアログ
(n=18)

2 1 2 13 4 2 4 4 3

220219SDGs学生サミット
(n=1)

1 0 1 0 0 0 1 0 0

210626飯山ミーティング
(n=6)

1 0 2 2 2 0 3 2 1

220223ななお会合
(n=8)

1 1 3 3 1 0 0 4 2

EPO業務・計(n=20) 1 1 4 3 1 4 8 2 4

ESD業務・計(n=72) 12 5 15 39 14 10 16 14 10

基盤強化業務・計(n=14) 2 1 5 5 3 0 3 6 3

全体(n=106) 15 7 24 47 18 14 27 22 17

ESD
業務

EPO
業務

基盤強
化業務

10. 人や国
の不平等を
なくそう

11. 住み続
けられるまち
づくりを

12. つくる責
任、つかう責
任

13. 気候変
動に具体的
な対策を

14. 海の豊
かさを守ろう

15. 陸の豊
かさも守ろう

16. 平和を
公正をす
べての人
に

17. パート
ナーシップで
目標を達成
しよう

無回答

211120越前フォーラム
(n=11)

0 4 1 1 2 3 0 1 7

220119共生圏セミナー
(n=9)

0 6 4 6 5 6 0 4 1

210823学び合い①
(n=16)

2 9 4 5 6 6 3 7 1

210916学び合い②
(n=12)

3 8 6 7 3 5 1 8 0

211030実践セミナー
(n=25)

1 4 6 4 7 6 3 9 6

211113ESDダイアログ
(n=18)

2 8 5 6 10 12 3 9 3

220219SDGs学生サミット
(n=1)

1 1 1 0 0 0 1 0 0

210626飯山ミーティング
(n=6)

1 4 3 3 1 2 2 4 0

220223ななお会合
(n=8)

0 4 2 2 4 4 1 5 1

EPO業務・計(n=20) 0 10 5 7 7 9 0 5 8

ESD業務・計(n=72) 9 30 22 22 26 29 11 33 10

基盤強化業務・計(n=14) 1 8 5 5 5 6 3 9 1

全体(n=106) 10 48 32 34 38 44 14 47 19

ESD
業務

EPO
業務

基盤強
化業務
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